
 

「横浜市アマチュア無線非常通信協力会旭区支部選挙管理規定」 

改訂 

2022-5-14  

支部長 伊藤弘之 

１． 規約改訂の背景 

 例年、選挙管理委員の募集をしておりますが、引き受けていただける方が少

なく、役員選挙の実施に支障が出ております。現在の選挙管理規定では、３

名の選挙管理委員を選出することになっており、この定員に達しないと選挙管

理委員会が成立しないことになっています。そのため、最大人数を３名とし、そ

れ以下でも成立するよう規約を改訂することが、本議案の目的です。 

２． 改訂内容 

第３条（選挙）第２項を 「会員より３名までを選出する」の文言に変更。 

 

次ページ以降に改訂案を記載いたします。 

 

  



横浜市アマチュア無線非常通信協力会旭区支部 

選挙管理規定 

第１条（名称） 

横浜市アマチュア無線非常通信協力会旭区支部（以下「本支部」という）選挙管理規定とい

う。 

第２条（目的） 

本規定は、本支部規約(以下「規約」という）第９条に定める役員選出（以下「選出」という）に

関して規定することを目的とする。 

第３条（選挙） 

支部長は、前条の目的を達成するため、次の事項を行う。 

１）選挙管理委員会を規約第１３条により設置する。 

２）会員より３名までを選出する。 

３）上記２項の内１名を委員長に指名する。 

４）その他、選出に必要なこと。 

第４条（選挙管理委員の職務） 

委員長は委員と共に選出に関し次の事項を行う。 

１）第２条に定める選出に関し、役員選挙（以下「選挙」という）を実施について会員に告知し

候補者を募る。 

２）選挙について、役員定数を上回った場合は会員による選挙とする。 

３）選挙について、役員定数と同数または下回った場合は全員を当選とする。 

４）委員長は支部長に対して、当選者の報告を行う。 

５）委員長は支部総会において、選挙内容を報告する。 

第５条 (選挙) 

 １）４条２）項の通り定数を越えた候補者があった場合、総会において会員による投票する。 

２）投票用紙に候補者名に定数分を限度する「○」を付けて投票する。 

３）定数を超える「○」を付けた投票は無効とする。 

４）「○」以外の印を付けた投票は無効とする。 

５）「○」の数が多い候補者の順に定数分の当選とする。 

第６条（改正の手続き） 

この規約の改正は、総会出席者の過半数による議決を要する。 

第７条（施行細則） 

この選挙管理規定を施行するために必要な事項は、支部役員会の議決を経て支部長 

が定める。 

変更の時も同様とする。 

第８条（その他） 

支部長は、その他定めない事項に関し支部役員会の議決を経て支部長が定める。 

 

 

附則 

この規約は平成 23 年 4 月 17 日から施行する 
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